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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年9月12日(2016.9.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０１】
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【表２】

【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１２
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【０１１２】
【表３】

本開示は以下も包含する。
［１］　エステル化セルロースエーテルであって、
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　（ｉ）脂肪族一価アシル基、または（ｉｉ）式－Ｃ（Ｏ）－Ｒ－ＣＯＯＡの基であり、
式中、Ｒが二価の脂肪族炭化水素基もしくは芳香族炭化水素基であり、Ａが水素もしくは
カチオンである、基、または（ｉｉｉ）脂肪族一価アシル基及び式－Ｃ（Ｏ）－Ｒ－ＣＯ
ＯＡの基の組み合わせを含み、
　前記エステル化セルロースエーテルが、ａ）２０℃の０．４３重量％水性ＮａＯＨ中の
前記エステル化セルロースエーテルの２．０重量％溶液として測定される、１．２～１．
８ｍＰａ・ｓの粘度、またはｂ）２０℃のアセトン中の前記エステル化セルロースエーテ
ルの１０重量％溶液として測定される、最大５ｍＰａ・ｓの粘度、またはｃ）前記粘度ａ
）及びｂ）の組み合わせを有する、前記エステル化セルロースエーテル。
［２］　２０℃のアセトン中の前記エステル化セルロースエーテルの１０重量％溶液とし
て測定される、最大５ｍＰａ・ｓの粘度を有する、上記態様１に記載の前記エステル化セ
ルロースエーテル。
［３］　ａ）２０℃の０．４３重量％水性ＮａＯＨ中の前記エステル化セルロースエーテ
ルの２．０重量％溶液として測定される、１．２～１．８ｍＰａ・ｓの粘度、及びｂ）２
０℃のアセトン中の前記エステル化セルロースエーテルの１０重量％溶液として測定され
る、最大５ｍＰａ・ｓの粘度を有する、上記態様１に記載の前記エステル化セルロースエ
ーテル。
［４］　２０℃のアセトン中の前記エステル化セルロースエーテルの１０重量％溶液とし
て測定される、最大３ｍＰａ・ｓの粘度を有する、上記態様１～３のいずれかに記載の前
記エステル化セルロースエーテル。
［５］　前記脂肪族一価アシル基が、アセチル、プロピオニル、またはブチリル基であり
、式－Ｃ（Ｏ）－Ｒ－ＣＯＯＡの前記基が、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＯＯＡ、－
Ｃ（Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯＡ、または－Ｃ（Ｏ）－Ｃ６Ｈ４－ＣＯＯＡ基である、上
記態様１～４のいずれかに記載の前記エステル化セルロースエーテル。
［６］　ヒドロキシプロピルメチルセルロースアセテートサクシネートである、上記態様
１～５のいずれかに記載の前記エステル化セルロースエーテル。
［７］　液体希釈剤、及び上記態様１～６のいずれかに記載の少なくとも１つのエステル
化セルロースエーテルを含む、組成物。
［８］　少なくとも１つの活性成分、及び任意選択的に１つ以上のアジュバントをさらに
含む、上記態様７に記載の前記組成物。
［９］　前記組成物の総重量に基づき、１０～２５パーセントの少なくとも１つのエステ
ル化セルロースエーテル、７０～８９パーセントの液体希釈剤、及び１～１５パーセント
の活性成分を含む、上記態様７または８に記載の前記組成物。
［１０］　少なくとも１つの活性成分、及び上記態様１～６のいずれかに記載の少なくと
も１つのエステル化セルロースエーテルを含む、固体分散体。
［１１］　前記固体分散体が、錠剤、丸剤、顆粒、ペレット、カプレット、微粒子、カプ
セル充填物、またはペースト、クリーム、混濁液、もしくはスラリーに製剤化されている
、上記態様１０に記載の前記固体分散体。
［１２］　上記態様１～６のいずれかに記載の少なくとも１つエステル化セルロースエー
テルでコーティングされている、投薬形態。
［１３］　上記態様１～６のいずれかに記載の少なくとも１つのエステル化セルロースエ
ーテルを含む、カプセル殻。
［１４］　２０℃の水中の２重量％溶液として測定される、１．２～１．８ｍＰａ・ｓの
粘度を有するセルロースエーテルが、（ｉ）脂肪族モノカルボン酸無水物、もしくは（ｉ
ｉ）ジカルボン酸無水物、または（ｉｉｉ）脂肪族モノカルボン酸無水物及びジカルボン
酸無水物の組み合わせでエステル化される、エステル化セルロースエーテルを生成する方
法。
［１５］　上記態様１～６のいずれかに記載の前記エステル化セルロースエーテルが、生
成される、上記態様１４に記載の前記方法。
【誤訳訂正３】
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【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒドロキシプロピルメチルセルロースアセテートサクシネートであるエステル化セルロ
ースエーテルであって、２０℃のアセトン中のエステル化セルロースエーテルの１０重量
％溶液として測定される最大５ｍＰａ・ｓの粘度を有する、前記エステル化セルロースエ
ーテル。
【請求項２】
　ａ）２０℃の０．４３重量％水性ＮａＯＨ中の前記エステル化セルロースエーテルの２
．０重量％溶液として測定される、１．２～１．８ｍＰａ・ｓの粘度、及びｂ）２０℃の
アセトン中の前記エステル化セルロースエーテルの１０重量％溶液として測定される、最
大５ｍＰａ・ｓの粘度を有する、請求項１に記載の前記エステル化セルロースエーテル。
【請求項３】
　液体希釈剤、及び請求項１または２に記載の少なくとも１つのエステル化セルロースエ
ーテルを含む、組成物。
【請求項４】
　前記組成物の総重量に基づき、１０～２５パーセントの少なくとも１つのエステル化セ
ルロースエーテル、７０～８９パーセントの液体希釈剤、及び１～１５パーセントの活性
成分を含む、請求項３に記載の前記組成物。
【請求項５】
　少なくとも１つの活性成分、及び請求項１または２に記載の少なくとも１つのエステル
化セルロースエーテルを含む、固体分散体。
【請求項６】
　請求項１または２に記載の少なくとも１つのエステル化セルロースエーテルでコーティ
ングされている、錠剤、顆粒、ペレット、カプレット、トローチ剤、坐薬、ペッサリー、
及び埋め込み型の剤形から選択される、剤形。
【請求項７】
　請求項１または２に記載の少なくとも１つのエステル化セルロースエーテルを含む、カ
プセル殻。
【請求項８】
　２０℃の水中の２重量％溶液として測定される、１．２～１．８ｍＰａ・ｓの粘度を有
するセルロースエーテルが、（ｉ）脂肪族モノカルボン酸無水物、もしくは（ｉｉ）ジカ
ルボン酸無水物、または（ｉｉｉ）脂肪族モノカルボン酸無水物及びジカルボン酸無水物
の組み合わせでエステル化される、エステル化セルロースエーテルを生成する方法。
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